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レンタカーで高速道路を経由してトレド市に到着し、市内サンタ・クルス修道院 Monasterio de 
Santa Cruz にて無原罪の聖母 Virgen de la Inmaculada Concepción ならびに被昇天の聖母 Virgen 
de la Asunción を見学した。ここでは現状の記述と写真撮影および関係資料の収集をおこなった（以
下、すべての訪問先で同様の作業に携わった）。同市内トレド大聖堂 Catedral de Toledo［図 1 ］に
て慈悲の聖母 Nuestra Señora de la Misericordia を見学した。トレドではパラドール・デ・トレド
に滞在した。
　トレドから高速道路を経由してグラナダ市に到着し、市内グラナダ大聖堂 Catedral de Granada で
アロンソ・カーノ Alonso Cano 作の無原罪の聖母像を見学した。同市内サン・フランシスコ修道院 
Monasterio de San Francisco［図 2 ］を見学後、パラドール・デ・グラナダに滞在した。グラナダ
から高速道路を経由してセビーリャ市に到着し、市内セビーリャ大聖堂 Catedral de Sevilla で13世
紀の恩寵の聖母 Nuestra Señora de la Gracia、モンタニェス Montañes 作の無原罪の聖母、ムリリョ 
Murillo 作の無原罪の聖母壁画を見学した。セビーリャから一般道路を経由してエル・プエルト・デ・
サンタ・マリア市に到着し、サン・マルコス城内にある聖マリア礼拝堂 Capilla Santa María, castillo 
de San Marcos を見学した。ここは後述するとおり「港の聖マリア」の聖地として13世紀から船乗り
の崇拝を集めてきた場所である。ついで一般道路を経由してアンダルシア大平原［図 3 ］を通過し、
［図 5 ］サグレス岬、アルガルヴェ ［図 6 ］ノッサ・セニョーラ・ダ・グラサ礼拝堂
［図 8 ］パルメラ市街、セトゥーバル［図 7 ］恩寵の聖母像、グラサ礼拝堂
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カルモナ市に到着し、市内サン・ペドロ教会 Iglesia de San Pedro［図 4 ］を見学した。カルモナで
はパラドール・デ・カルモナに滞在した。
　カルモナから一路西へ進んでスペイン国境を通過し、ポルトガル入国後は高速道路を経由してサグ
レス［図 5 ］に到着した。サグレス岬サン・フェリペ要塞 Fortaleza de San Felipe de Sagres のノッ






速道路を経由してパルメラ市［図 8 ］に到着し、市内マトリス・ダ・ノッサ・セニョーラ教会 Igreja 
de Matriz da Nossa Senhora［図 9 ］を見学し、パルメラ城 Castelo de Palmela［図10］のサンティ
アゴ礼拝堂 Capela de Santiago にて慈悲の聖母像を見学後、ポサーダ・デ・パルメラに滞在した。
　パルメラから高速道路を経由してリスボン市［図11］に到着し、市内サン・ロケ教会 Igreja de 
São Roque［図12］の16世紀の被昇天の聖母像を見学した。教会附属美術館の特別展「リスボンのミ


























きた（Victor Ribeiro, Santa Casa da Misericórdia de Lisboa, subsídios para a sua história, Academia 












ント Mendes Pinto が1555年にイエズス会士に送った書簡に「アマカオ」の名で出るのがこの地名の
初出とされる（“Copia de hũa carta do Irmão Fernão Mendes que escreveo Malaqua ao Reitor do 
Collegio de Guao de 1555 annos”, Fernão Mendes Pinto, Peregrinação, transcrição de Adolfo Casais 
Monteiro, Biblioteca de autores portugueses, Imprensa Nacional, Casa da Moeda, Lisboa, 1983）。こ



















ルトガル語による『聖母マリアのカンティーガ集』Cantigas de Santa María を取りあげた。これは
カスティーリャ・レオン王国のアルフォンソ10世が13世紀に編纂した聖母信仰のための詩歌集である。
そこに歌われた「港の聖マリア」Santa María del Puerto と呼ばれる聖地の信仰を実地において知る
ことができたのも今回の調査旅行の収穫のひとつであった。
　カンティーガ集に登場する巡礼の聖地「港の聖マリア」は現在はエル・プエルト・デ・サンタ・マ






カナーテと呼ばれたところ」とある（«preto de Xerez, que éste eno reino de Sevilla, un logar que 
Alcanate soya seer chamado», Walter Mettmann ed., Afonso X, o Sábio, Cantigas de Santa Maria, 




誇り高い偉大な町サレに侵攻する艦隊を送ったときだった」«Ond’ en este logar bōo foi pousar hūa 







の聖所で多くの人々が彼女の名をたたえている」«Ali el rey don Afonso de Leon e de Castela fez 
fazer ūa egreja muit’ aposta e mui bela, que deu a santa Maria por casa e por capela, en que dela 











女性を救助したか」«Como santa Maria do Porto guariu ūa moller que perigorda dūa pinaça e 
caera no mar» とある。同じく多数を占めるのは難病の治癒である。そのひとつ、391番は題辞に「ど
のように港の聖マリアがその地に巡礼に訪れた少女の不自由な脚をまっすぐにしたか」«Como santa 
Maria do Porto corregeu hūa moça contreyta dos nenbros que levaron alá en romaria» とある。
　その少女は「ヘレス」«Xerez» の町から来たという。プエルトの北西、現在のヘレス・デ・ラ・フ
ロンテーラ Jerez de la Frontera である。両脚が気の毒なほど曲がっていた。港の聖マリアにすがる
思いで、父親は少女を連れてきた。ヘレスからプエルトまでは40キロ近い距離がある。そこを歩きづ
めに歩いてきたのだ。教会に到着するとすぐに「この病を治してくださるよう［ 9 日間にわたる］ノ
ヴェナの祈りをおこなった」«［seu padre en romaria ali］a troux’ e teve noveas por daquel mal 
guareçer» という。ある夜のこと、寝ていた少女の脚がひどく痛みだした。あまりの痛さにこらえき
れず、大声で泣き叫んだ。かたわらにいた父親がなだめると少女は答えた。聖母が現れて自分の脚を
折り曲げ、そのまま祭壇まで歩いて行かせたという。今まで感じたこともないほどの痛みだったと語っ
た。まわりにいた人々が驚いて少女の脚を見ると、すでに完治していたとカンティーガは記している。
　アルフォンソ王の在世中にカスティーリャ・レオン王国に編入されたサンタ・マリア・デル・プエ
ルトは、たちまちのうちに奇跡をもたらす聖地として巡礼を惹きつけた。これはイスラームからの奪
回にはじまり、教会建設の途上で奇跡がくりかえされたことが最初の契機となったことはまちがいな
い。さらに教会が完成してまもなく王自身の病が聖母の力によって癒えたことは、こうした傾向に大
きく関わるであろう。このことはカンティーガ367番に語られている。大西洋に面した「港の聖マリア」
の教会はまたイベリア半島の船員の崇拝を集めた。これがスペイン・ポルトガルから東アジア世界に
もたらされた航海の守護神信仰のなかでも重要の崇拝対象となったことはまちがいない。いずれも『ラ
イフデザイン学研究』に 5 回に分けて掲載中の論文「聖母マリアのカンティーガ─13世紀イベリアの
信仰と芸術」において考察を継続しつつある。
